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川
場
村
・
沼
田
市
と
と
も
に
わ
が
韓

馬
岳
連
が
主
催
事
業
と
し
て
開
催
す
る

山
田
昇
記
念
杯
登
山
競
争
大
会
は
、
平

成
二
年
九
月
三
十
日
に
第
一
回
大
会
開

催
以
来
、
回
を
重
ね
て
第
十
七
回
大
会

と
な
っ
て
、
空
が
高
く
澄
み
渡
っ
た
平

成
十
八
年
九
月
二
十
四
日
、
山
田
昇
・

三
枝
照
雄
両
氏
が
少
年
時
代
か
ら
親
し

ん
だ
ゆ
か
り
の
地
、
上
州
武
尊
山
に

二
〇
〇
名
を
超
え
る
登
山
愛
好
者
を
集

め
て
開
催
さ
れ
た
。

前
回
の
第
十
六
回
大
会
か
ら
、
山
田

昇
記
念
杯
の
部
に
男
子
三
十
五
歳
以

下
、
男
子
三
十
六
歳
以
上
五
十
五
歳
以

下
、
男
子
五
十
六
歳
以
上
と
女
子
の
四

部
門
と
、
三
枝
照
雄
賞
の
部
に
男
女
の

二
部
門
を
設
け
た
新
方
式
が
導
入
さ
れ

て
、
二
回
目
の
大
会
で
あ
る
。

今
大
会
で
は
、
望
月
将
悟
選
手
　
（
静

岡
消
防
所
属
）
　
が
、
二
時
間
〇
〇
分

二
九
秒
で
走
り
抜
け
、
山
田
昇
杯
男

子
三
十
五
歳
以
下
の
部
で
初
優
勝
。
前

回
大
会
1
位
・
2
位
の
松
本
大
・
横
山

忠
男
両
選
手
が
不
出
場
と
は
い
え
、
こ

れ
ま
で
の
大
会
記
録
、
す
な
わ
ち
平
成

十
二
年
第
十
一
回
大
会
で
鏑
木
毅
選
手

が
記
録
し
た
二
時
間
〇
一
分
一
二
秒
を

超
え
る
快
挙
で
あ
っ
た
。
大
会
コ
ー
ス

は
、
前
に
安
全
確
保
等
競
技
運
営
上
の

理
由
か
ら
僅
か
な
変
更
が
あ
っ
た
が
、

第
一
回
大
会
の
優
勝
タ
イ
ム
が
二
時
間

一
八
分
三
二
秒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

上
位
入
賞
選
手
の
競
技
力
は
確
実
に
向

上
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
い
よ
い
よ

二
時
間
の
大
台
を
切
る
新
記
録
の
達
成

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
枝
照
雄
賞
男
子
の
部
で
は
田
口
修

一
選
手
　
（
沼
田
高
校
）
　
が
、
三
時
間

〇
九
分
三
七
秒
で
ゴ
ー
ル
。
前
回
初
優

勝
し
た
タ
イ
ム
　
（
三
時
間
〇
四
分
五
九

秒
）
　
に
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
二
連
覇

を
成
し
遂
げ
た
。

大
会
参
加
者
は
、
山
田
昇
記
念
杯
の

部
に
八
十
一
名
、
三
枝
照
雄
賞
の
部
に

二
十
五
名
、
競
争
を
行
わ
な
い
一
般
参

加
の
部
に
二
十
二
名
、
合
計
百
二
十
八

名
で
あ
っ
た
。
前
回
大
会
に
比
べ
特
徴

的
な
こ
と
は
、
山
田
杯
参
加
者
　
（
前
回

六
十
八
名
）
　
の
や
や
増
と
対
照
的
に
三

枝
賞
参
加
者
　
（
前
回
五
〇
名
）
　
の
半
減

で
あ
る
。

今
大
会
に
集
ま
っ
た
地
元
川
場
村
、

沼
田
市
、
そ
し
て
辞
馬
岳
連
役
員
は
、

確
認
さ
れ
た
だ
け
で
も
八
十
二
名
を
超

え
、
・
恒
例
の
大
会
と
は
い
え
、
企
画
準

備
の
段
階
か
ら
、
大
会
終
了
後
の
会
場

の
整
理
・
復
元
や
標
識
撤
去
、
協
賛
企

業
他
へ
の
報
告
・
挨
拶
に
至
る
ま
で
、

多
く
の
方
々
の
援
助
と
協
力
に
支
え
ら

れ
て
大
会
が
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係

各
位
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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